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【
新
区
長
挨
拶
】
手
塚
隆
行 

 

「
平
成
二
四
年
度
通
常
総
会
が
開
催
」 

 

去
る
四
月
二
二
日
出
席
一
六
四
名
、
委

任
状
九
六
三
通
で
牛
頸
区
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
四
月
一
日
に
若
草
区
が
分
区
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
総
会
は
ま
ず
若

草
区
の
方
も
参
加
さ
れ
、
㈠
平
成
二
三
年

度
区
事
業
報
告
、
㈡
一
般
会
計
決
算
報

告
、
㈢
特
別
会
計
決
算
報
告
お
よ
び
会
計

監
査
報
告
、
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
審
議
の
結
果
原
案
の
と

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
「
若
草
区
分
区
に
伴
う
会
計
分

与
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、分
与
の
方
法

は
平
野
台
区
分
区
の
前
例
を
参
考
に
計

算
さ
れ
、分
与
金
は
四
百
三
十
万
円
と
な

る
こ
と
を
評
議
員
会
に
諮
問
の
結
果
承

認
を
得
た
の
で
総
会
の
承
認
を
求
め
る

と
の
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
を
受
け
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
で
若
草
区
関
連
議
案
は
す
べ
て
終
了

し
、
若
草
区
の
方
は
退
席
と
な
り
ま
し

た
。 

 

牛
頸
区
は
三
月
末
で
約
３
０
０
０
世
帯

で
あ
っ
た
が
、
若
草
区
分
区
に
よ
り
今
年

度
か
ら
１
７
５
０
世
帯
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
。 

 

引
き
続
き
「
牛
頸
区
規
約
改
正
」
に
つ

い
て
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
若
草
区
分
区

に
伴
い
、
①
幹
事
の
定
数
３
名
を
２
名
に

す
る
。
②
評
議
員
の
定
数
２
０
名
以
内
を

１
５
名
以
内
と
す
る
。
③
監
査
員
は
監
査 

  
 

       
 

結
果
に
つ
い
て
は
通
常
総
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
３
点

に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
牛
頸
区
規
約
は
後
日
全

世
帯
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
次
に
平
成

二
四
年
度
の
「
役
員
選
任
」
に
つ
い

て
選
考
委
員
よ
り
報
告
が
あ
り
、
新

執
行
部
は
区
長
に
手
塚
隆
行
、
主
事

に
高
田
隆
敏
氏
、
会
計
に
村
上
辰
生

氏
、
幹
事
に
篠
原
義
貫
氏
・
田
中
英

明
氏
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
監
査
委
員
に
川
辺
政
則
氏
・
角

敬
之
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

牛
頸
区
評
議
員
に
は
１
２
名
が
選

任
さ
れ
会
長
に
山
上
輝
清
氏
が
互

選
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。 

平
成
二
四
年
度
「
一
般
会
計
予
算

案
」
の
説
明
が
あ
り
、
歳
入
で
は
若

草
区
分
区
に
よ
り
区
費
が
約
３

４
％
の
減
、
全
会
計
で
２
１
％
減
の

１
４
３
８
万
円
と
な
り
ま
す
。
歳
出

で
は
区
民
の
皆
様
の
御
理
解
を
頂

き
な
が
ら
執
行
し
て
い
き
ま
す
と

の
こ
と
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
執
行

部
も
新
人
ば
か
り
で
す
が
、
牛
頸
区

の
発
展
の
た
め
一
生
懸
命
に
業
務

執
行
に
努
め
ま
す
の
で
区
民
の
皆

様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

【
五
月
の
主
な
行
事
予
定
】 

 

九
日 

子
育
て
サ
ロ
ン 

 

十
日 

食
生
活
推
進
会 

 

牛
頸
教
室
開
講
式 

一
二
日 

体
育
係
全
体
会
議 

二
〇
日 

ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ 

お
お
の
じ
ょ
う 

二
二
日 

足
元
気
教
室 

二
七
日 

牛
頸
区
・
若
草
区
・ 

平
野
小
合
同
運
動
会 

六
月
二
日 

隣
組
長
会 

 

５
月
２
７
日
合
同
運
動
会
を
区

民
一
同
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う 

【
お
知
ら
せ
】 

第
四
分
団
に
新
し
い
消
防
車
が
入

り
ま
し
た
。 

 

     

 
   

ス
エ
ち
ゃ
ん
の 
 

牛
頸
ば
な
し 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
六
十
四
回 

 

牛
頸
村
の
水
車
・そ
の
一 

  
 

昔
、
牛
頸
村
に
も
水
車
が
回
っ
て
い
ま
し
た
、
ゴ
ッ
ト
ン
、
ゴ
ッ
ト
ン
、
ザ

ー
・
・
・
静
か
な
里
山
の
風
に
乗
っ
て
、
の
ん
び
り
し
た
水
車
の
音
が
聞
こ
え
て

い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
水
車
は
電
気
の
な
か
っ
た
時
代
に
自
然
の
力
を
利
用
し
た

大
事
な
動
力
で
し
た
。
米
を
搗
い
た
り
、
小
麦
を
す
っ
て
粉
に
し
た
り
と
。
明
治

一
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
福
岡
県
が
県
下
全
町
村
の
実
勢
を
調
べ
て
作
っ
た
「
福

岡
県
地
理
全
誌
」
を
見
る
と
、
牛
頸
村
に
は
四
カ
所
水
車
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
面
白
い
こ
と
に
項
目
は
「
車
輪
」
と
あ
っ
て
「
水
車
四
所
、
井
出
・
中

通
り
・
花 け

無
尾

な

し

お

・
月
ノ
浦
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
、
一
二
九
個
の
村
に

四
つ
も
水
車
が
あ
っ
た
と
は
か
な
り
利
用
度
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以

下
私
が
調
べ
、
取
材
し
た
も
の
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

①
井
出
の
水
車
・
・
・
牛
頸
ダ
ム
手
前
、
浄
水
場
の
向
か
い
側
の
一
の
井
出
の
下

流
、
ク
レ
ス
ト
ハ
イ
ツⅢ

の
そ
ば
に
昭
和
の
初
め
の
頃
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

近
く
の
方
に
尋
ね
る
と
ワ
ラ
葺
き
の
水
車
小
屋
と
石
垣
が
残
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
時
の
水
車
を
回
す
「
捨
て
水
」
の
水
路
が
山
の
裾
に
今
も
残
っ
て
い
る

と
か
。
経
営
者
は
手
塚
定
次
郎
さ
ん
。
近
く
の
手
塚
正
一
さ
ん
方
に
そ
こ
で
使
っ

て
い
た
大
き
な
石
臼
が
あ
り
ま
し
た
。 

②
中
通
り
の
水
車
・
・
・
ク
ル
マ
ト
コ
の
水
車
と
も
言
っ
て
、
隈
一
井
出
の
近
く
、

現
在
の
（
株
）
ニ
ー
ズ
の
そ
ば
の
牛
頸
川
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
の
碾
き
臼

の
上
下
が
高
田
隆
敏
さ
ん
の
庭
に
据
え
て
あ
り
ま
す
。
※
次
号
で
写
真
掲
載
さ
い

ま
す
。 

③
花 け

無
尾

な

し

お

の
水
車
・
・
・
地
蔵
の
水
車
と
も
言
っ
て
、
地
蔵
橋
の
近
く
に
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
森
山
鐵
男
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
森
山
さ
ん
の

話
だ
と
、
水
城
村
（
現
大
宰
府
市
）
の
佐
野
浦
（
大
佐
野
ダ
ム
一
キ
ロ
ほ
ど
上
）

の
お
ば
あ
さ
ん
が
背
中
に
大
き
な
玄
米
袋
を
し
ょ
っ
て
精
米
に
き
て
い
た
そ
う

で
す
。
佐
野
浦
か
ら
だ
と
約
五
キ
ロ
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。 

 

（
次
号
に
続
き
ま
す
） 

竹
田 

準 
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